
・Background and purpose of this study 

� The�shōmono�works�on� the�Chinese�classic�“Daigaku”,�are�known�to�be�

classified�into�ten�groups.�In�particular,�works�attributed�to�the�lecturer�Kiyohara�

Nobukata�occupy�an�important�position,�but�the�fact�that�not�only�Nobukata’

s�memorandum�of�lectures�（tebikae�手控）,�but�also�the�lecture�notes�of�students'�

records�（kikigaki�聞書）�remain�could�be�considered�more�important.�The�former,�

“Daigaku-chōjin”（大学聴塵）,�is�in�Nobutaka’s�own�handwriting,�and�the�latter�

have�two�systems�being�used�in�the�present,�distinguishing�who�is�the�recorder,�

and�whether�it’s�told�by�Kiyohara�Nobukata�or�not.�

� In� conventional� research,� it� has� been�pointed� out� that�“Daigaku-shō”�

which� is�attributed�to�the�hand�of�Rin�Sōwa�of�the�Kyoto�University�was�a�

record�of�Nobukata’s�lecture.�In�terms�of�content,�it�reflects�the�commentary�

of�Nobukata� in� similar�ways� as� a�memorandum�does.�However,� from�a�

postscript�included�in�the�oldest�manuscript�of�Tenbun�six�（1537）,�one�of�the�

originally�burned�versions�of�Sōwa’s�system,�it�can�be�seen�that�this�system�

was�established�through�his�lecture�records�with�calibration�and�adjustments.�

Unfortunately,� this�point�has�not�attracted�enough�attention.�This�study� is�

aimed�at�finding�out�what�parts�of�the�contents�can�be�seen�as�the�collation�

of�Rin�Sōwa.�

The completion and value of “Daigaku-shō” 
written by Rin Sowa: 

Focusing�on�the�actual�condition�of�the�collation�about�the�lecture�notes
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・Methods and results of the study 

� This�study�compares�the�“Daigaku-shō”�owned�by�the�Kyoto�University�to�

the�“Seikei�Four�Books-shō”�owned�by�Toyo�Bunko,�as�well�as�the�“Daigaku-

chōjin”�owned�by�Daitōkyū�Kinen�Bunko,� and� analyses� the� differences�

between�the�Sōwa�edition�and�the�other�two�books.�In�particular,�the�contents�

only�contained� in�“Daigaku-shō”�are�not� the� traditional� theories�based�on�

Kiyohara�Family,�but�could�be�considered�as�supplementary�contents.�We�can�

surmise�that�Sōwa’s�collations�are�included�to�a�considerable�degree�because�

of�the�considerable�proportion.�

・Conclusion 

� Results� shows� that� the�completion�of�“Daigaku-shō”�was�based�on�Rin�

Sōwa’s�own� lecture� records�but� completed�by�absorbing�other� reference�

books�in�order�to�make�up�for�what�was�omitted�from�his�lecture�notes.
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一
、
は
じ
め
に

　

本
研
究
は
、
四
書
の
一
つ
で
あ
る
『
大
学
』
を
原
典
と
し
た
抄
物
、
清
原
宣
賢
講
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
を
取
り
上
げ
る
。
日

本
に
お
け
る
『
大
学
』
の
受
容
は
、
鎌
倉
時
代
、
宋
学
の
渡
来
よ
り
始
ま
っ
た
。
室
町
時
代
に
入
る
と
、
宮
廷
に
お
け
る
朱
子
学
採
用

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
明
経
博
士
家
で
あ
る
清
原
家
に
お
い
て
、
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
に
基
づ
い
た
『
大
学
』
の
講
授
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
清
原
家
に
お
け
る
新
注
学
の
享
受
は
諸
先
学
に
詳
し
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
『
大
学
』
に
絞
っ
て
、

そ
の
受
容
の
流
れ
を
通
観
し
て
い
き
た
い
。

　
【
表
一
】
清
原
家
に
お
け
る
『
大
学
』
受
容
の
流
れ

頼
業
（
一
一
二
二
〜
一
一
八
九
）　

学
庸
表
彰
説
（『
康
富
記
』、『
大
学
聴
塵
』）

　

 

・
・
・ 

・
・
・

良
賢
（
？
〜
一
四
三
二
）
後
小
松
天
皇
、
四
書
を
講
ず
る
（『
康
富
記
』）

 　

・
・
・ 

・
・
・  

業
忠
（
一
四
〇
九
〜
一
四
六
七
）
後
花
園
天
皇
に
四
書
を
講
ず
る
（『
建
内
記
』）、
将
軍
足
利
義
勝
に
『
大
学
』
を
講
ず
る
（『
臥
雲

林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
の
生
成
と
そ
の
価
値

―
―
講
述
聞
書
に
お
け
る
校
合
の
実
態
を
め
ぐ
っ
て
―
―

 

張チ
ョ
ウ

　

硯ケ
ン
ク
ン君　
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日
件
録
』）
…

宗
賢
（
一
四
三
一
〜
一
五
〇
三
）

宣
賢
（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）
皇
子
知
仁
親
王
に
『
大
学
』
を
講
ず
る
（『
実
隆
公
記
』）、
大
永
四
年
『
大
学
』
を
講
ず
る
（『
大

学
章
句
』
奥
書
）、
点
本
『
大
学
章
句
』
の
編
纂

業
賢
（
一
四
九
九
〜
一
五
六
六
）
宣
賢
の
命
を
受
け
て
『
大
学
章
句
』
を
筆
写 

枝
賢
（
一
五
二
〇
〜
一
五
九
〇
）
正
親
町
天
皇
に
『
大
学
』
を
講
ず
る
（『
御
湯
殿
上
日
記
』、『
大
学
聴
塵
』
奥
書
）
…

国
賢
（
一
五
四
四
〜
一
六
一
五
）

秀
賢
（
一
五
五
二
〜
一
五
九
一
）
慶
長
十
二
年
・
同
十
三
年
『
大
学
』
を
講
ず
る
（『
大
学
聴
塵
』
奥
書
）

　

表
に
示
し
た
と
お
り
、
学
問
を
家
業
と
す
る
清
原
家
に
お
い
て
、『
大
学
』
は
家
学
と
し
て
累
代
受
け
継
が
れ
て
い
た
。『
大
学
』
尊

崇
の
発
端
は
、
平
安
末
期
の
清
原
頼
業
に
遡
れ
る
と
い
う
内
容
の
記
事
が
諸
書
に
散
見
し
、
頼
業
は
朱
子
の
『
四
書
集
注
』
渡
来
以
前

に
お
い
て
、
す
で
に
大
学
・
中
庸
の
価
値
を
崇
信
し
、
二
書
を
『
礼
記
』
よ
り
抽
出
し
て
表
彰
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
大

学
』
講
述
の
面
で
は
、史
料
上
に
見
ら
れ
る
最
初
の
記
事
は
、博
士
兼
大
外
記
で
あ
る
清
原
良
賢
が
後
小
松
天
皇
の
侍
読
を
勤
め
て
行
っ

た
進
講
で
あ
る
。

　

良
賢
に
続
く
の
は
そ
の
曾
孫
で
、
清
家
中
興
の
碩
儒
と
称
さ
れ
る
清
原
業
忠
で
あ
る
。
業
忠
は
、
天
皇
家
に
も
将
軍
家
に
も
四
書
を

講
授
し
た
。
そ
の
跡
を
継
い
だ
の
は
、本
研
究
で
注
目
し
て
い
る
清
原
宣
賢
で
あ
る
。
宣
賢
は
清
原
家
の
家
学
の
大
成
を
な
し
、『
大
学
』

に
関
し
て
は
、天
皇
家
の
侍
読
と
な
り
、将
軍
・
公
家
に
も
『
大
学
』
の
講
義
を
行
っ
た
ほ
か
、家
本
の
校
合
・
書
写
に
努
め
、『
大
学
』

の
地
位
を
確
実
な
も
の
と
し
た
。
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以
上
は
清
原
家
に
お
け
る
『
大
学
』
講
授
の
伝
統
に
関
す
る
確
認
で
あ
っ
た
が
、
一
方
、
大
学
抄
と
呼
ば
れ
る
『
大
学
』
に
ま
つ

わ
る
抄
物
の
類
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
一
条
兼
良
の
手
に
な
る
注
釈
書
の
性
質
を
も
っ
た
『
四
書
童
子
訓
』
を
除
い
て
は
、

聞
書
抄
の
類
別
に
お
い
て
現
存
最
古
の
も
の
は
、
清
原
宣
賢
の
講
義
に
関
わ
る
抄
物
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
大
学
抄
の
各
系
統
と
宣
賢
に

関
わ
る
抄
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
柳
田
征
司
「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
経
史
子
類
の
部
）」
よ
り
引
用
す
る
。

　
【
表
二
】
大
学
抄
の
系
統
の
分
類

・
一
条
兼
良
抄
四
書
童
子
訓
（
諸
本
十
三
本
）

・
清
原
宣
賢
抄
大
学
聴
塵
（
自
筆
本
一
本
の
み
）

・
清
原
宣
賢
講
林
宗
和
聞
書
抄
大
学
抄
（
諸
本
十
本
）

・
清
原
宣
賢
マ
タ
ハ
後
人
講
某
聞
書
大
学
抄
（
諸
本
三
十
二
本
）

・
抄
者
未
詳
大
学
抄
（
諸
本
三
種
各
一
本
ず
つ
）

・
是
也
抄
大
学
章
句
抄
（
一
本
）

・
秋
瀾
一
鴎
抄
大
学
抄
（
一
本
）

・
抄
物
で
あ
る
か
ど
う
か
未
確
認
（
一
本
）

　

八
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
大
学
抄
の
う
ち
、
傍
線
で
示
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
類
は
、
清
原
宣
賢
に
関
わ
る
系
統
で
あ
る
。『
大
学

聴
塵
』
は
、
朱
子
『
大
学
章
句
』
を
詳
細
に
注
釈
し
た
仮
名
文
語
抄
の
類
で
あ
り
、
宣
賢
の
『
大
学
』
理
解
の
全
貌
を
窺
わ
せ
る
注
釈

書
で
あ
る
。
左
の
「
清
原
宣
賢
講
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』」
は
、
宣
賢
に
よ
る
『
大
学
』
の
講
述
を
、
聞
書
者
の
林
宗
和
が
筆
録
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し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
は
以
下
、
と
り
わ
け
こ
の
抄
を
取
り
上
げ
て
分
析
す
る
。
な
お
、
宣
賢
自
身
あ
る
い
は
そ
の
子
孫
の
講
授

に
関
わ
る
「
清
原
宣
賢
マ
タ
ハ
後
人
講
某
聞
書
大
学
抄
」
と
い
う
系
統
の
抄
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
諸
系
統
の
大
学
抄
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
主
要
な
も
の
と
し
て
以
下
の
七
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
、
一
九
三
二
年

②
大
江
文
城
『
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
史
的
研
究
』、
関
書
院
、
一
九
三
五
年

③
阿
部
隆
一
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
室
町
時
代
邦
人
撰
述
漢
籍
注
釈
書
類
に
つ
い
て
」（『
か
が
み
』
第
四
号
、
一
九
六
〇
年
）

④ 

阿
部
隆
一
「
本
邦
中
世
に
於
け
る
大
学
中
庸
の
講
誦
伝
流
に
つ
い
て
―
学
庸
の
古
鈔
本
並
に
邦
人
撰
述
注
釈
書
よ
り
見
た
る

―
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
一
輯
、
一
九
六
二
年
）

⑤
柳
田
征
司
「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
経
史
子
類
の
部
）」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
七
〇
輯
、
一
九
八
三
年
）

⑥
住
吉
朋
彦
『
四
書
童
子
訓
』
の
経
学
と
そ
の
淵
源
」（『
中
世
文
学
』
第
三
九
号
、
一
九
九
四
年
）

⑦
住
吉
朋
彦
「
清
家
の
講
説
と
『
四
書
童
子
訓
』」（『
野
鶴
群
芳　

古
代
中
国
国
文
学
論
集
』、
二
〇
〇
二
年
）

　

ま
と
め
て
言
う
と
、
従
来
の
問
題
点
は
大
凡
、
清
原
宣
賢
の
手
に
な
る
『
大
学
聴
塵
』
と
、
先
行
抄
に
あ
た
る
『
四
書
童
子
訓
』
と

の
継
承
関
係
に
関
す
る
検
証
に
集
中
し
て
い
た
と
言
え
る
（
う
ち
、
②
④
⑥
⑦
）。
と
こ
ろ
が
、
清
原
宣
賢
が
実
際
に
行
っ
た
『
大
学
』

の
講
義
と
密
接
し
て
い
る
聞
書
抄
に
関
し
て
は
、
先
学
の
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
多
数
あ
る
伝
本
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
諸
伝
本
の
性
格
に
対
す
る
再
検
討
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
例
え

ば
、
阿
部
氏
④
番
の
論
考
に
お
い
て
、
宣
賢
の
講
義
に
関
わ
る
大
学
抄
の
二
系
統
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
清
原
家
講
説
大
学
抄
（
甲
）
種
本
」

と
「（
乙
）
種
本
」
に
見
な
さ
れ
、
そ
こ
に
は
、
聞
書
者
は
確
定
し
か
ね
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
問
題
点
を
解
明
し
た
の
は
、
柳
田

氏
⑤
番
の
調
査
で
あ
る
。
以
下
、
氏
の
目
録
（
六
一
頁
）
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
掲
げ
る
。
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上
村
『
東
京
帝
国
大
学
付
属
図
書
館
抄
本
識
語
』
同
『
帝
国
図
書
館
抄
物
採
訪
録
』
に
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
次
の
奥
書
が

あ
る
。

右
環
翠
先
生
講
此
書
数
返
余
侍
其
席
聞
之
書
二
度
以
童
子
訓
輯
尺
詳
説
而
校
合
之
清
書
終
于
「
時
」（「
明
」
を
墨
消
し
、
右

傍
に
）
天
文
壬
辰
「
元
年
」（
右
傍
）
季
秋
中
七
日　

破
関
子

天
文
歳
舎
丁
酉
「
六
年
」（
右
傍
）
臈
末
二
十
有
四
於
番
易
平
庄
瑞
林
禅
室
写
畢

　

引
用
さ
れ
た
抄
文
は
、
阿
部
博
士
に
よ
っ
て
「
清
原
宣
賢
の
講
義
録
と
推
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
た
、
次
下
に

あ
げ
る
本
の
抄
文
と
一
致
す
る
。
こ
こ
に
、
こ
れ
ら
の
抄
の
講
者
が
清
原
宣
賢
で
あ
り
、
聞
書
者
が
林
宗
和
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　

上
村
観
光
氏
が
明
治
四
十
三
年
の
時
点
で
行
わ
れ
た
調
査
の
中
で
、
天
文
六
年
書
写
の
奥
書
を
も
つ
大
学
抄
が
あ
っ
た
の
だ
と
い

う
。
後
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
お
ぼ
し
い
が
、
上
村
氏
の
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
こ
の
系
統
の
大
学
抄
を
清
原

宣
賢
（
環
翠
先
生
）
が
講
者
で
、
林
宗
和
（
破
関
子
）
が
聞
書
者
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
奥
書
に
あ
る
も
う
一
つ
重

要
な
情
報
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
林
宗
和
が
こ
の
抄
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
、「
以
童
子
訓
輯
尺
詳
説
而
校
合
之
」
と
記
し
た
の

で
あ
る
。
即
ち
、
天
文
六
年
書
写
の
奥
書
を
も
つ
大
学
抄
と
同
系
統
の
も
の
は
、
作
成
す
る
時
点
に
お
い
て
、
宗
和
自
身
が
『
四
書
童

子
訓
』、『
四
書
輯
釈
』、『
四
書
詳
説
』
を
用
い
、
自
分
の
講
義
ノ
ー
ト
（
原
抄
）
に
校
正
・
整
合
を
行
っ
て
成
立
さ
せ
た
も
の
だ
と
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
前
掲
し
た
阿
部
氏
④
番
の
論
考
（
六
一
頁
）
に
お
い
て
、「
清
原
家
講
説
大
学
抄
（
甲
）
種
本
」
の
性
格
に
つ
い
て
、「
聴
塵

に
於
い
て
は
童
子
訓
の
書
名
す
ら
あ
げ
て
な
い
が
、本
書
に
は
「
童
子
訓
」
或
は
「
訓
云
」
と
し
て
数
ヶ
所
兼
良
の
説
を
引
用
し
て
お
る
。

他
に
数
条
「
詳
説
云
」
と
し
て
「
詳
説
」
な
る
書
を
引
拠
し
」
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
、宣
賢
の
講
述
内
容
に
は
『
四
書
童
子
訓
』
と
『
詳
説
』
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が
言
及
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
提
示
さ
れ
た
が
、
聞
書
抄
成
立
の
背
後
に
は
、
実
際
の
作
成
者
で
あ
る
林
宗
和
の
校
合
が
関
与
し
て
い
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
抄
文
に
『
童
子
訓
』、『
輯
釈
』
と
記
さ
れ
た
の
は
、
宗
和
に
よ
る
校
合
の
結
果
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
宣
賢
の
講
述
部
分
と
宗
和
の
校
合
部
分
が
多
層
的
な
構
造
を
な
し
て
い
る
、
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
か
ろ
う
。

林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
に
潜
ま
れ
て
い
る
校
合
の
実
態
は
、
大
い
に
注
目
に
値
す
る
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

二
、
研
究
の
目
的
と
方
法

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
持
ち
、
本
研
究
で
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

研
究
目
的
に
関
し
て
は
、
主
に
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

1
． 

林
宗
和
が
聞
書
抄
を
作
成
す
る
際
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
講
義
ノ
ー
ト
（
原
抄
）
に
校
合
を
行
っ
た
の
か
を
検
討
し
、
そ
の
特
徴

及
び
度
合
い
に
つ
い
て
把
握
す
る
。

2
． 

抄
物
作
成
の
際
に
お
け
る
校
合
の
問
題
は
、
抄
物
の
成
立
論
に
も
関
わ
る
課
題
で
あ
る
。
校
合
の
実
態
へ
の
分
析
を
通
し
て
、
抄

物
の
作
成
に
お
け
る
作
成
者
の
態
度
や
、
講
者
へ
の
意
識
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

　

研
究
方
法
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
筋
立
て
に
沿
っ
て
、
考
察
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

1
． 

次
の
第
三
節
で
は
、「『
大
学
聴
塵
』
と
の
距
離
―
講
義
手
控
へ
の
再
検
討
―
」
と
題
し
、
聞
書
抄
が
講
義
手
控
と
の
関
係
性
に
つ

い
て
考
察
す
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、『
大
学
聴
塵
』
は
清
原
宣
賢
が
『
大
学
』
講
義
の
際
に
使
用
し
た
手
控
だ
と
さ
れ
る

こ
と
の
不
確
実
性
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。

2
． 

第
四
節
で
は
、「
林
宗
和
に
よ
る
校
合
の
実
態
」
と
題
し
、
宗
和
が
奥
書
に
記
さ
れ
た
三
つ
の
参
考
注
釈
書
が
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ

れ
た
箇
所
に
基
づ
き
、
そ
の
校
合
の
様
相
を
具
体
的
に
考
察
し
て
い
く
。
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な
お
、
本
研
究
の
使
用
資
料
で
あ
る
「
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』」
に
は
諸
伝
本
が
あ
り
、
上
述
し
た
柳
田
氏
の
目
録
よ
り
、
各

伝
本
の
情
報
を
次
の
表
に
整
理
し
て
掲
げ
る
。

　
【
表
三
】
清
原
宣
賢
講
林
宗
和
聞
書
抄
大
学
抄
（
諸
本
十
本
）

①
東
京
大
学
図
書
館
旧
蔵
「
大
学
抄
」、
一
巻
、
天
文
六
年
写
、
一
冊
（
焼
失
か
）

②
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
「
大
学
抄
」、
一
巻
、
天
文
二
十
三
年
写
、
一
冊

③
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
「
大
学
抄
」、
一
巻
、
室
町
末
期
写
、
一
冊

④
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
「
大
学
抄
」、
一
巻
、
慶
長
頃
写
、
一
冊

⑤
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
大
学
抄
」、
一
巻
、
江
戸
初
期
写
、
一
冊

⑥
慶
応
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
「
大
学
抄
」、
一
巻
、
江
戸
前
期
写
、
一
冊

⑦
慶
応
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
「
大
学
抄
」、
一
巻
、
江
戸
初
期
写
、
一
冊

⑧
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
「
大
学
抄
」、
一
巻
、
慶
安
二
年
写
、
一
冊

⑨
穂
久
迩
文
庫
蔵
「
大
学
鈔
」、
一
巻
、
室
町
末
期
写
、
一
冊

⑩
活
字
「
大
学
鈔
」、
中
出
惇
「
翻
刻
穂
久
迩
文
庫
蔵
「
大
学
鈔
」」 

　

本
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
系
統
の
現
存
本
の
中
、
最
も
書
写
年
代
の
古
い
②
番
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
「
大
学
抄
」
を

用
い
る
。
ま
た
③
番
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
室
町
末
期
書
写
本
を
伝
本
照
合
の
際
に
使
用
し
た
①
。
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三
、『
大
学
聴
塵
』
と
の
距
離
―
講
義
手
控
へ
の
再
検
討
―

　

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
清
原
宣
賢
自
筆
の
『
大
学
聴
塵
』
は
、
従
来
の
研
究
で
は
宣
賢
が
度
々
の
『
大
学
』
講
義
の
際
に
用
い
ら
れ
た

講
義
手
控
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
当
然
な
が
ら
、
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
を
『
大
学
聴
塵
』
に
基
づ
い
た
講
義
の
聞
書
抄

だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
具
体
的
な
対
照
作
業
を
行
う
と
、
こ
の
二
抄
の
間
に
は
、
か
な
り
な
距
離
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
以
下
、
三
つ
の
具
体
例
を
取
り
上
げ
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　

引
用
の
ほ
う
で
は
（
以
下
同
様
）、
最
初
に
「
イ
」
と
し
て
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
の
本
文
を
掲
げ
る
。
次
に
、
聞
書
抄
と
関

連
す
る
と
こ
ろ
の
「
ロ
」『
大
学
聴
塵
』
の
抄
文
を
挙
げ
る
。
な
お
参
照
の
た
め
、『
大
学
聴
塵
』
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
一
条
兼

良
撰
『
四
書
童
子
訓
』
の
本
文
を
「
ハ
」
に
示
す
。

　
【
例
証
一
】「
欲
誠
其
意
者
先
致
其
知
。
致
知
、
在
格
物
」
に
対
す
る
注
解

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
十
七
ウ
〜
十
八
オ 

1
致
知
ト
ハ

チゝ

ヲ
尽ス

ソ
、
2
格
物
ト
云
ハ
辟
ハ
何
ノ
謂
レ
ニ
由
テ
天
ハ
高
ク
地
ハ
卑
イ
ソ
ト
云
ヲ
究
メ
知
ソ
、
3
我
心
ニ
ア
ル
カ

知チ

、万
物
ニ
ア
ル
カ
物コ
ト

ソ
、4
家
ハ
大
夫
、国
ハ
諸
侯
、天
下
ハ
天
子
ソ
、身
ヲ
脩
ト
云
ヨ
リ
以
下
ハ
、天
子
ヨ
リ
万
民
ニ
及
マ
テ
ソ
、

5
致
知
格
物
ハ
宋
ノ
儒
者
ハ
参サ
ン

シ
テ
知
タ
ト
云
ソ
、

ロ
．
清
原
宣
賢
『
大
学
聴
塵
』
三
十
オ 

1
致
知
ト
ハ
、
吾
心
ニ
知
ホ
ト
ノ
、
智
恵
ヲ
盡
也
。
致
知
―
格
物
ト
ハ
、
天
下
ノ
、
万
事
万
物
ノ
上
ニ
ア
ル
所
ノ
道
理
ヲ
盡
也
。

一
物
ノ
理
ヲ
盡
セ
ハ
、其
理
ホ
ト
ノ
、智
恵
カ
生
也
。
故
致
知
格
物
ハ
、二
ニ
シ
テ
、然
モ
一
也
。
物
ノ
理
ヲ
知
カ
、則
吾
心
ニ
ハ
、

致
ニ
テ
ア
ル
也
。
物
ヲ
致
ス
外
ニ
、
別
ニ
知
ヲ
致
ス
ト
云
、
道
理
ハ
ナ
キ
也
。
2
物
ヲ
至
ス
ト
云
ハ
、
喩
ハ
、
天
ハ
高
ク
、
地
ハ

卑
キ
モ
ノ
也
。
何
故
ニ
、
天
ハ
高
ク
、
地
ハ
卑
キ
ト
云
、
道
理
ヲ
知
リ
、
君
ニ
ハ
、
何
タ
レ
ハ
、
忠
ヲ
至
セ
ト
云
、
父
ニ
ハ
、
何
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タ
レ
ハ
、孝
ヲ
至
セ
ト
云
ソ
ト
、極
シ
テ
知
也
。
ス
へ

テ
、人
倫
日
用
ノ
道
ヨ
リ
、鳥
獣
草
木
ニ
至
マ
テ
、各
自
然
ニ
オ
イ
キ
タ
レ
ハ
、

天
理
ヲ
極
知
ヲ
、
格
物
ト
ハ
、
云
也
。
3
物
ニ
在
テ
ハ
理
ト
云
、
心
ニ
在
テ
ハ
、
知
ト
云
。
故
格
物
、
則
致
知
ト
成
也
。

ハ
．
一
条
兼
良
『
四
書
童
子
訓
』
六
オ
〜
六
ウ

致
知
ト
ハ
、
吾
心
ニ
シ
ル
ホ
ト
ノ
、
智
恵
ヲ
ツ
ク
ス
也
。
格
物
ト
云
ハ
、
天
下
ノ
、
万
事
万
物
ノ
上
ニ
ア
ル
ト
コ
ロ
ノ
道
理
ヲ
ツ

ク
ス
也
。
一
物
ノ
理
ヲ
ツ
ク
セ
ハ
、
其
理
ホ
ト
ノ
、
智
恵
カ
生
也
。
故
ニ
致
知
、
格
物
ハ
二
ニ
シ
テ
、
シ
カ
モ
一
ナ
リ
。
物
ノ
理

ヲ
知
カ
則
吾
心
ニ
ハ
、
イ
タ
ス
ニ
テ
ア
ル
也
。
物
ヲ
イ
タ
ス
外
ニ
、
別
ニ
知
ヲ
イ
タ
ス
ト
云
道
理
ハ
ナ
キ
也
。
物
ヲ
イ
タ
ス
ト
云

ハ
、
タ
ト
へ
ハ
、
天
ハ
高
ク
、
地
ハ
卑
キ
者
也
。
何
ユ
へ
ニ
、
天
ハ
タ
カ
ク
、
何
ユ
へ
ニ
地
ハ
卑
キ
ト
云
道
理
ヲ
シ
リ
、
君
ニ
ハ
、

何
タ
レ
ハ
、
忠
ヲ
至
セ
ト
云
、
父
ニ
ハ
、
何
タ
レ
ハ
、
孝
ヲ
至
セ
ト
云
ソ
ト
、
極
シ
テ
知
也
。
ス
へ

テ
、
人
倫
日
用
ノ
道
ヨ
リ
、
鳥

獣
草
木
ニ
至
マ
テ
、
各
自
然
ニ
オ
イ
キ
タ
レ
ハ
、
天
理
ヲ
極
知
ヲ
、
格
物
ト
ハ
、
云
也
。
物
ニ
在
テ
ハ
理
ト
云
、
心
ニ
在
テ
ハ
、

知
ト
云
。
故
格
物
、
則
致
知
ト
成
也
。

こ
れ
は
、
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
経
文
の
一
節
に
対
す
る
注
解
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
傍
線
部
の
「
知
致
、
在
格
物
」
の
解
釈
に
注
目

し
た
い
。ま
ず
、「
イ
」
聞
書
抄
の
ほ
う
で
は
、抄
文
を
数
字
1
か
ら
5
ま
で
の
五
つ
の
部
分
に
分
け
て
み
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
「
ロ
」

『
大
学
聴
塵
』
に
照
合
す
る
と
、
傍
線
並
び
に
同
じ
数
字
で
表
記
し
て
い
る
部
分
は
、
聞
書
抄
と
『
大
学
聴
塵
』
と
の
対
応
が
認
め
ら

れ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
五
つ
の
う
ち
、
二
抄
が
対
応
で
き
る
の
は
1
・
2
・
3
の
三
部
分
に
限

ら
れ
て
お
り
、
4
・
5
は
『
大
学
聴
塵
』
に
確
認
で
き
な
い
講
述
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
は
、『
大
学
聴
塵
』
が
『
四
書
童

子
訓
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、宣
賢
は
兼
良
の
『
四
書
童
子
訓
』
の
学
説
を
襲
用
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
聞
書
抄
を
『
大
学
聴
塵
』
と
対
照
し
、
並
び
に
『
四
書
童
子
訓
』
を
参
照
に
し
た
結
果
、
宣
賢
が
『
大
学
聴
塵
』
の
編

纂
に
際
し
て
崇
信
し
た
兼
良
の
学
説
は
、
一
方
で
は
聞
書
抄
に
は
そ
れ
を
欠
け
、
両
者
に
反
映
さ
れ
た
宣
賢
の
学
問
態
度
に
矛
盾
が
あ
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る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
【
例
証
二
】「
固
小
学
之
支
流
餘
裔
」
に
対
す
る
注
解

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
十
オ 

1
支
ハ
枝
ト
同
、
支
流
ト
云
ハ
エ
タ
ナ
カ
レ
ソ
、
餘
裔
ト
云
ハ
衣
ノ
ス
ソ
也
、
裔
ハ
衣イ

裾キ
ヨ

也
ト
シ
タ
ソ
、
2
小
学
ノ
枝
ナ
カ
レ
衣

ノ
ス
ソ
程
ノ
コ
ト
ソ
、
3
四
方
ノ
ハ
テ
ヲ
四
裔エ
イ

ト
云
程
ニ
、
末
ノ
物
ト
云
心
ソ
、
4
支
流
ヲ
集
シ
ウ
シ
ヤ
ク尺
等
ニ
ハ
二
ニ
見
タ
ソ
、
5
大
全

ニ
ハ
四
ニ
ミ
タ
ソ
、
支
ハ
枝
、
流
ハ
水
ノ
ナ
カ
レ
、
余
ハ
食
ノ
餘
ワ
ケ
ソ
、
裔
ハ
衣
ノ
ス
ソ
也
、

ロ
．
清
原
宣
賢
『
大
学
聴
塵
』
十
七
オ 

1
支
流
ト
ハ
、
枝
川
也
。
大
河
ノ
、
ソ
ハ
ヨ
リ
、
別
ニ
水
ノ
分
レ
テ
流
レ
ヲ
云
。
餘
裔
ハ
、
衣
ノ
ス
ソ
也
。
裔
ハ
、
衣
裾
也
。
5

大
全
ニ
ハ
、
支
流
餘
裔
ヲ
四
ニ
見
タ
リ
。
支
ハ
枝
、
流
ハ
水
流
、
餘
ハ
食
餘
、
裔
ハ
衣
ノ
ス
ソ
ト
云
。
常
ニ
ハ
、
二
ニ
ミ
ル
也
。

ハ
．
一
条
兼
良
『
四
書
童
子
訓
』
二
十
四
ウ

支
流
餘
裔
ト
云
ハ
、小
学
ノ
書
ノ
一
二
ト
云
心
ナ
リ
。小
学
ノ
書
ハ
多
シ
。ソ
ノ
中
ノ
ヒ
ト
ツ
二
ナ
ト
ゝ
イ
フ
心
ナ
リ
。支
流
ト
ハ
、

エ
タ
川
ナ
リ
。
大
ナ
ル
河
ノ
ソ
ハ
ヨ
リ
別
ニ
水
ノ
ワ
カ
レ
テ
ナ
カ
ル
ゝ
ヲ
云
。
餘
裔
ハ
、
衣
ノ
ス
ソ
ヲ
云
也
。
裔
ハ
衣
裾
ナ
リ
。

明
ら
か
な
と
お
り
、
五
つ
に
分
け
ら
れ
た
「
イ
」
聞
書
抄
の
抄
文
の
中
、「
ロ
」『
大
学
聴
塵
』
と
対
応
で
き
る
の
は
1
・
5
の
二
箇
所

で
あ
り
、
残
り
の
2
・
3
・
4
は
、
聞
書
抄
に
お
け
る
「
独
自
の
抄
文
」
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
独
自
の
抄
文
」
の
存

在
は
、
次
の
例
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
【
例
証
三
】「
宋
徳
、
隆
盛
治
教
、
休
明
。」
に
対
す
る
注
解 

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
十
二
ウ 

1
隆
盛
ハ
君
ノ
徳
ノ
タ
カ
ウ
サ
カ
ン
ナ
ヲ
云
ソ
、
治
教
ハ
政
道
ソ
、
休
明
ハ
美
明
也
、
治
ハ
休
教
ハ
明
ノ
方
ソ
、
治
ハ
君
ニ
カ
ケ
、
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教
ハ
師
ノ
方
ソ
、
2
超テ
ウ

普フ

カ
半
部
侖
吾
ナ
ン
ト
ソ
、
明
人
ノ
出
タ
ル
当
代
チ
ヤ
程
ニ
誉
タ
ソ
、
隆
盛
ハ
前
ノ
三
代
ニ
カ
ケ
テ
書
タ

ソ
、
目
出
度
ト
キ
ハ

賢
カ
出
イ
テ
叶
ヌ
物
ソ
、

ロ
．
清
原
宣
賢
『
大
学
聴
塵
』
二
十
一
オ

1
隆
盛
ト
ハ
、
君
ノ
徳
ノ
、
高
ク
盛
ナ
ル
ヲ
云
。
治
教
ハ
、
政
道
也
。
休
明
ハ
、
美
ニ
ナ
ル
也
。
休
ノ
字
ハ
、
治
ノ
字
ニ
カ
ケ
、

明
ノ
字
ハ
、
教
ヘ
カ
ケ
テ
見
ヘ
シ
。

ハ
．
一
条
兼
良
『
四
書
童
子
訓
』
二
十
八
ウ

隆
盛
ト
ハ
、
君
ノ
徳
ノ
タ
カ
ク
サ
カ
リ
ナ
ル
ヲ
云
。
治
教
ハ
政
道
ナ
リ
。
休
明
ハ
、
美
ニ
明
ナ
ル
也
。
凡
人
材
ノ
盛
ナ
リ
シ
コ
ト

ハ
宋
ノ
世
也
。

こ
こ
に
引
用
し
た
抄
文
に
お
い
て
、「
イ
」
聞
書
抄
を
1
と
2
の
二
部
分
に
分
け
て
あ
る
が
、
明
ら
か
な
と
お
り
、
1
の
内
容
は
「
ロ
」

『
大
学
聴
塵
』
と
一
致
し
て
い
る
の
に
対
し
、
2
の
内
容
は
や
は
り
聞
書
抄
の
「
独
自
の
抄
文
」
だ
と
言
え
る
。

　

こ
こ
で
一
旦
ま
と
め
る
と
、
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
を
元
来
手
控
だ
と
さ
れ
る
『
大
学
聴
塵
』
と
対
照
し
た
結
果
、
二
抄
の
間

に
比
較
的
明
瞭
な
差
異
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
説
に
お
い
て
、
聞
書
抄
は
『
大
学
聴
塵
』
の
内
容
を
簡
略
化
し
た

形
の
講
述
内
容
と
認
め
る
べ
き
ど
こ
ろ
か
、『
大
学
聴
塵
』
よ
り
も
数
多
く
の
注
解
を
含
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
独
自
の

抄
文
」
は
講
義
の
場
に
お
け
る
宣
賢
の
独
自
説
か
、
或
い
は
『
大
学
聴
塵
』
と
は
別
の
手
控
に
依
拠
し
た
講
述
か
に
つ
い
て
、
な
お
検

討
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
疑
問
点
の
解
明
に
あ
た
っ
て
、
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
前
掲
【
表
2
】「
大
学
抄
の
系
統
の
分
類
」
に
見
ら
れ
る
「
清
原
宣

賢
マ
タ
ハ
後
人
講
某
聞
書
大
学
抄
」
系
統
の
抄
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
清
原
宣
賢
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
『
大
学
』
の
学
説
は
、
そ
の

子
孫
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
か
ら
で
あ
る
。
合
計
三
十
二
本
の
伝
本
が
あ
る
う
ち
、
本
研
究
に
お
い
て
、
書
写
年
代
が
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最
も
古
い
東
洋
文
庫
蔵
梵
舜
書
写
『
清
家
大
学
抄
』
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　

そ
こ
で
、梵
舜
書
写
『
清
家
大
学
抄
』
を
も
っ
て
、改
め
て
【
例
証
一
】
か
ら
【
例
証
三
】
ま
で
の
聞
書
抄
の
抄
文
と
照
合
し
て
み
よ
う
。

　
【
例
証
一
】

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
十
七
ウ
〜
十
八
オ 

1
致
知
ト
ハ
チゝ

ヲ
尽ス

ソ
、
2
格
物
ト
云
ハ
辟
ハ
何
ノ
謂
レ
ニ
由
テ
天
ハ
高
ク
地
ハ
卑
イ
ソ
ト
云
ヲ
究
メ
知
ソ
、
3
我
心
ニ
ア
ル
カ

知チ

、万
物
ニ
ア
ル
カ
物コ

ト

ソ
、4
家
ハ
大
夫
、国
ハ
諸
侯
、天
下
ハ
天
子
ソ
、身
ヲ
脩
ト
云
ヨ
リ
以
下
ハ
、天
子
ヨ
リ
万
民
ニ
及
マ
テ
ソ
、

5
致
知
格
物
ハ
宋
ノ
儒
者
ハ
参サ
ン

シ
テ
知
タ
ト
云
ソ
、

ニ
．
梵
舜
書
写
『
清
家
大
学
抄
』
二
十
四
ウ

1
致
知
ト
ハ
、
吾
心
ニ
知
ホ
ト
ノ
、
智
恵
ヲ
尽
ス
也
、
致
知
―
格
物
ト
ハ
、
天
下
ノ
万
事
、
万
物
ノ
上
ニ
、
ア
ル
所
ノ
道
理
ヲ

ツ
ク
ス
也
、
2
タ
ト
へ
ハ
、
天
ハ
高
ク
、
地
ハ
卑
シ
、
何
故
ニ
、
天
ハ
高
ク
、
地
ハ
卑
ソ
ト
、
キ
ワ
ム
ヘ
シ
、
3
物
ニ
在
テ
ハ
、

理
ト
云
、
意
ニ
在
テ
ハ
、
知
ト
云
、
如
此
観
、
則
万
物
ノ
理
ヲ
能
心
得
也
、
5
宋
朝
ノ
儒
者
ハ
、
致
知
格
物
ヲ
参
シ
テ
知
也
、
4

斉
家
ハ
、
一
家
ヲ
治
也
、
大
夫
以
上
ヲ
云
、
治
国
ハ
、
一
国
ヲ
治
也
、
諸
侯
ノ
事
也
、
平
天
下
ハ
、
一
天
下
ヲ
治
也
、
天
子
ノ
事
也
、

致
治
ヨ
リ
、
脩
身
マ
テ
ハ
、
天
子
ヨ
リ
、
庶
人
ニ
至
マ
テ
、
貴
賎
ニ
ワ
タ
リ
テ
、
成
ス
ヘ
キ
也
、

　
【
例
証
二
】

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
十
オ 

1
支
ハ
枝
ト
同
、
支
流
ト
云
ハ
エ
タ
ナ
カ
レ
ソ
、
餘
裔
ト
云
ハ
衣
ノ
ス
ソ
也
、
裔
ハ
衣イ

裾キ
ヨ

也
ト
シ
タ
ソ
、
2
小
学
ノ
枝
ナ
カ
レ
衣

ノ
ス
ソ
程
ノ
コ
ト
ソ
、
3
四
方
ノ
ハ
テ
ヲ
四
裔エ
イ

ト
云
程
ニ
、
末
ノ
物
ト
云
心
ソ
、

4
支
流
ヲ
集
シ
ウ
シ
ヤ
ク尺
等
ニ
ハ
二
ニ
見
タ
ソ
、
5
大
全
ニ
ハ
四
ニ
ミ
タ
ソ
、
支
ハ
枝
、
流
ハ
水
ノ
ナ
カ
レ
、
余
ハ
食
ノ
餘
ワ
ケ
ソ
、
裔
ハ
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衣
ノ
ス
ソ
也
、

ニ
．
梵
舜
書
『
清
家
大
学
抄
』
十
ウ

1
支
流
ト
ハ
、
枝
川
也
、
大
河
ノ
、
ソ
ハ
ヨ
リ
、
水
ノ
別
レ
テ
流
ヲ
云
、
餘
裔
ハ
、
衣
ノ
ス
ソ
也
、
2
小
学
ノ
書
ノ
一
二
ト
云
心
也
、

3
四
裔
ト
云
ハ
、
四
方
ノ
、
ハ
テ
云
、
裔
ハ
、
末
ノ
末
ト
云
心
也
、
5
大
全
ニ
、
支
ハ
枝
、
流
ハ
水
流
、
餘
ハ
食
餘
、
裔
ハ
衣
ノ

ス
ソ
ト
、
四
ニ
見
也
、
常
ニ
ハ
、
二
ニ
見
也
、

　
【
例
証
三
】

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
十
二
ウ 

1
隆
盛
ハ
君
ノ
徳
ノ
タ
カ
ウ
サ
カ
ン
ナ
ヲ
云
ソ
、
治
教
ハ
政
道
ソ
、
休
明
ハ
美
明
也
、
治
ハ
休
教
ハ
明
ノ
方
ソ
、
治
ハ
君
ニ
カ
ケ
、

教
ハ
師
ノ
方
ソ
、
2
超テ
ウ

普フ

カ
半
部
侖
吾
ナ
ン
ト
ソ
、
明
人
ノ
出
タ
ル
当
代
チ
ヤ
程
ニ
誉
タ
ソ
、
隆
盛
ハ
前
ノ
三
代
ニ
カ
ケ
テ
書
タ

ソ
、
目
出
度
ト
キ
ハ

賢
カ
出
イ
テ
叶
ヌ
物
ソ
、

ニ
．
梵
舜
書
『
清
家
大
学
抄
』
十
五
ウ

1
隆
盛
ト
ハ
、
君
ノ
徳
ノ
、
サ
カ
ン
ナ
ル
ヲ
云
、
治
教
ハ
、
政
道
也
、
休
ハ
、
美
也
、
治
ヘ
カ
ク
ル
也
、
明
ハ
、
教
ヘ
カ
ク
ル
也
、

君
ノ
治
、
師
ノ
教
也
、
2
趙
普
以
半
部
論
語
、
佐
太
祖
也
、
宋
朝
ホ
ト
名
人
ノ
出
ル
事
ハ
ナ
キ
也
、
又
朱
子
カ
、
當
代
ナ
レ
ハ
、

美
モ
君
臣
ノ
義
也
、
三
代
之
隆
、
古
昔
盛
時
、
治
隆
於
上
ト
云
ヲ
取
テ
キ
テ
、
今
モ
、
三
代
ニ
ヲ
ト
ラ
ヌ
ト
云
処
ヲ
見
セ
テ
、
隆

盛
ト
云
、
五
代
ノ
季
ハ
、
晦
盲
否
塞
ナ
シ
カ
、
今
ハ
治
教
休
明
ニ
ナ
ル
也
、

　

結
果
と
し
て
、【
例
証
一
】
で
は
、「
イ
」
林
宗
和
聞
書
抄
の
五
部
分
は
「
ニ
」『
清
家
大
学
抄
』
と
対
応
で
き
、【
例
証
二
】
で
は
、「
イ
」

聞
書
抄
五
部
分
の
う
ち
、
四
部
分
が
「
ニ
」『
清
家
大
学
抄
』
の
抄
文
に
共
通
し
、【
例
証
三
】
で
は
、
二
部
分
に
分
け
た
聞
書
抄
の
内

容
も
同
様
に
、「
ニ
」『
清
家
大
学
抄
』
に
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
即
ち
、宗
和
抄
に
「
独
自
の
抄
文
」
と
推
定
さ
れ
る
注
解
が
、
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『
清
家
大
学
抄
』
に
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
は
、
僅
か
三
つ
の
例
を
挙
げ
て
み
た
が
、
実
際
に
梵
舜
書
写
『
清
家
大
学
抄
』
と
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
を
全
般
的
に
対

照
し
た
結
果
、
二
抄
の
一
致
度
は
七
割
近
く
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、『
大
学
聴
塵
』
よ
り
『
清
家
大
学
抄
』
系
統
の
祖
本
が
、

宣
賢
が
講
義
の
際
に
用
い
ら
れ
た
手
控
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
っ
て
も
良
か
ろ
う
。

　

な
お
『
清
家
大
学
抄
』
の
性
質
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、『
大
学
聴
塵
』
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
中
に
は
『
四
書
童
子
訓
』
の
学

説
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
林
宗
和
に
よ
る
校
合
の
事
情
と
関
連
し
て
考
え
る
と
、
聞
書
抄
に
見
ら
れ
る
『
四
書

童
子
訓
』
が
明
記
さ
れ
た
箇
所
は
、
少
な
く
と
も
『
大
学
聴
塵
』
に
よ
っ
た
注
解
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、『
四
書
童
子
訓
』
は
、
宣

賢
が
実
際
の
講
義
の
際
に
参
考
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、宣
賢
は
別
の
手
控
を
祖
述
し
な
が
ら
、『
四

書
童
子
訓
』
を
も
参
考
に
し
た
形
で
『
大
学
』
の
講
義
を
行
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
講
述
方
式
で
行
わ
れ
た
宣
賢
の
『
大
学
』
講
義
を
林
宗
和
が
聞
書
し
、
さ
ら
に
校
合
の
過
程
を
経
て
、
現
存
し
て
い
る

様
相
の
聞
書
抄
と
し
て
成
立
さ
せ
た
が
、
そ
の
過
程
に
潜
ま
れ
て
い
る
校
合
の
諸
相
を
、
次
の
第
四
節
に
お
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

四
、
林
宗
和
に
よ
る
校
合
の
実
態

　

先
行
研
究
に
お
い
て
、
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
に
は
『
童
子
訓
』『
輯
釈
』『
詳
説
』
と
あ
る
参
考
注
釈
書
が
明
記
さ
れ
た
箇
所

の
あ
る
こ
と
は
言
及
さ
れ
た
が
、詳
し
い
様
相
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
発
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
散
見
す
る
箇
所
を
ま
と
め
る
と
、

『
四
書
童
子
訓
』
は
八
箇
所
、『
四
書
輯
釈
』
は
二
箇
所
、『
四
書
詳
説
』
は
五
箇
所
見
ら
れ
る
、
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、

順
次
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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四

－

一
『
童
子
訓
』
に
関
わ
る
校
合

　

聞
書
抄
に
お
い
て
、『
四
書
童
子
訓
』の
書
名
が
八
箇
所
記
さ
れ
て
い
る
が
、大
凡「
童
子
訓
云
」「
訓
云
」の
よ
う
な
形
で
現
れ
て
い
る
。

抄
文
の
ほ
う
で
は
、
口
語
体
で
記
録
さ
れ
、
ま
た
内
容
自
体
が
語
彙
の
解
釈
に
関
わ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
例
で
あ
る
。

イ
．
林
宗
和
聞
書
『
大
学
抄
』
十
九
ウ
②

訓
云
、
此
注
ニ
天
理
極
ト
云
ト
、
事
理
当
然
ノ
極
ト
ハ
イ
サ
ゝ
カ
別
也
、
天
理
極
ハ
万
物
カ
一
太
極
ト
云
心
ソ
、
事
理
当
然
ノ
極

ト
云
ハ
、
物
々
各
具
二
太
極
一
ト
云
心
也
、

ロ
．『
四
書
童
子
訓
』
三
十
三
丁
表

コ
ノ
注
ニ
、
天
理
之
極
ト
云
ハ
、
事
理
当
然
之
極
ト
云
ト
ハ
イ
サ
ゝ
カ
賛
レ
リ
。
天
理
ノ
極
ハ
万
物
一
太
極
ト
云
心
、
事
理
当
然

之
極
ハ
物
々
各
具
一
太
極
ト
云
心
ナ
リ
。

ハ
．『
四
書
輯
釈
』

呉
氏
曰
止
至
善
（
中
略
）
然
既
言
事
理
当
然
之
極
、
又
言
天
理
之
極
者
、
蓋
自
散
在
事
物
者
而
言
則
曰
事
理
、
是
理
之
万
殊
処
、

一
物
各
具
一
太
極
也
。

ま
ず
「
イ
」
聞
書
抄
の
抄
文
を
左
の
「
ロ
」『
四
書
童
子
訓
』
と
照
合
す
る
と
、
か
な
り
一
致
度
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

宗
和
自
身
が
『
四
書
童
子
訓
』
の
学
説
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
の
注
解
は
『
四
書
童
子
訓
』
独
自
の
も

の
で
は
な
く
、
中
国
側
注
釈
書
の
「
ハ
」『
四
書
輯
釈
』
に
含
ま
れ
た
呉
氏
の
説
を
踏
ま
え
た
解
釈
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
天
文
六
年
本
『
大
学
抄
』
の
奥
書
に
よ
る
と
、
宗
和
自
身
も
『
四
書
輯
釈
』
を
校
合
の
際
に
使
用
し
た

こ
と
で
あ
る
。す
る
と
、宗
和
は
あ
る
程
度
『
四
書
輯
釈
』
の
解
釈
を
熟
知
し
て
お
り
、こ
の
よ
う
な
『
四
書
童
子
訓
』
が
『
四
書
輯
釈
』

の
解
釈
を
採
用
し
た
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
、
本
来
の
典
拠
か
ら
内
容
を
引
用
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
こ
は
宣
賢
が
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『
四
書
童
子
訓
』
を
参
考
し
講
述
し
た
も
の
を
、
宗
和
が
筆
録
し
た
の
だ
と
捉
え
て
も
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
抄
文
は
口
語

体
の
形
を
取
っ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
が
宣
賢
の
講
述
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
例
の
ほ
か
に
も
、「
訓
云
」
と
記
さ
れ
た
箇
所
を
宣
賢
の
講
述
だ
と
判
断
で
き
る
例
が
あ
り
、
宣
賢
は
講
義
の
場
に
お
い
て
、

確
か
に
『
四
書
童
子
訓
』
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
宗
和
は
恐
ら
く
、こ
の
よ
う
な
内
容
に
対
し
て
校
合
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
聞
書
抄
の
抄
文
に
『
童
子
訓
』
と
明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
れ
が
宗
和
に
よ
る
校
合
の
過
程
に
お
い
て
補
入
さ
れ
た
内
容

だ
と
確
認
で
き
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
例
の
よ
う
に
、
聞
書
抄
に
は
『
童
子
訓
』
と
全
く
同
文
の
抄
文
が
見
出
せ
る
。

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
二
十
四
ウ

至
於
用
力
ー
用
レ
力
ト
ハ
一
物
〳
〵
ノ
上
ニ
其
理
ヲ
究
ル
ヲ
云
、
万
物
各
一
太
極
ト
云
心
也
、
一
旦
豁
然
ト
シ
テ
貫
通
ス
ト
云
ハ
、

此
物
ト
彼
物
ト
理
ニ
於
テ
全
ク
一
也
、
喩
ハ
水
ヲ
ア
マ
タ
ノ
器
ニ
盛
テ
置
カ
如
シ
、
水
ハ
理
ニ
喩
ウ
、
器
ハ
万
物
ニ
喩
フ
、
器
ハ

替
レ
ト
モ
水
ハ
一
ツ
ノ
水
也
、
万
物
ノ
只
一
理
ナ
ル
コ
ト
モ
如
レ
此
也
、
万
物
一
太
極
ト
云
是
也
、

ロ
．『
四
書
童
子
訓
』
四
十
五
ウ

用
力
コ
ト
ク
久
ハ
、
一
物
一
物
ノ
上
ニ
其
理
ヲ
キ
ハ
ム
ル
ヲ
云
。
万
物
各
具
一
太
極
ト
云
心
ナ
リ
、
一
旦
豁
然
ト
シ
テ
貫
通
ス
ト

云
ハ
、
此
物
ノ
理
ト
彼
物
ノ
理
ト
、
全
ク
一
ナ
リ
、
タ
ト
へ
ハ
、
水
ヲ
ア
マ
タ
ノ
器
ニ
盛
オ
ク
カ
コ
ト
シ
。
水
ハ
理
ニ
タ
ト
ウ
。

器
ハ
物
ニ
タ
ト
フ
。
器
ハ
カ
ハ
レ
リ
ト
云
へ
ト
モ
水
ハ
オ
ナ
シ
モ
ノ
也
。
万
物
ノ
タ
ゝ
一
理
ナ
ル
コ
ト
モ
カ
ク
ノ
コ
ト
シ
。
則
万

物
一
太
極
ト
云
心
ナ
リ
。

　

こ
こ
は
僅
か
な
一
端
を
例
証
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
『
大
学
聴
塵
』
に
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
方
で
聞
書
抄
に
見
え
る
『
童

子
訓
』
の
同
一
抄
文
は
十
箇
所
以
上
確
認
で
き
る
。
宗
和
は
宣
賢
同
様
に
『
四
書
童
子
訓
』
を
尊
崇
し
、
校
合
の
過
程
に
お
い
て
、
そ

こ
か
ら
有
意
義
な
注
解
内
容
を
原
抄
に
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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四

－

二
『
四
書
輯
釈
』
に
関
わ
る
校
合

　

聞
書
抄
に
お
い
て
、『
四
書
輯
釈
』
が
明
記
さ
れ
た
の
は
二
箇
所
見
ら
れ
る
。
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
大
学
章
句
「
所
謂
脩
身
、

在
正
其
心
者
、
身・
有
所
忿

則
不
得
其
正
」
に
対
す
る
注
解
の
部
分
で
あ
る
。

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
二
十
六
ウ 

身
有
ー
身
ハ
誤
タ
心
ニ
ナ
セ
ト
程
氏
カ
シ
タ
ソ
、
輯
尺
ニ
ハ
心
ノ
字
ニ
ナ
ヰ
タ
ソ
、

ロ
．『
四
書
輯
釈
』 

所
謂
脩
身
在
正
其
心
者
心・
有
所
忿

こ
こ
は
、
経
文
に
見
る
文
字
の
異
同
に
関
わ
る
解
説
で
あ
る
。『
大
学
章
句
』
に
「
身
」
と
あ
る
箇
所
は
、『
四
書
輯
釈
』
に
は
「
心
」

の
字
に
作
っ
て
い
る
。
口
語
体
で
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
が
宣
賢
の
口
頭
講
述
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
『
四
書
童
子
訓
』
の
場
合
と
同
様
に
、
参
考
注
釈
書
の
書
名
が
記
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
講
者
の
提
示
し
た
解
釈
の
出
典
だ
と
捉
え

て
良
い
だ
ろ
う
。
一
方
、
宗
和
が
『
童
子
訓
』
の
書
名
を
明
記
せ
ず
に
、
そ
の
学
説
を
抄
録
し
て
い
る
傾
向
は
、『
四
書
輯
釈
』
の
場

合
で
も
同
じ
だ
ろ
う
か
。
次
の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。『
大
学
章
句
』
の
経
文
「
仁
義
礼
智
」
に
対
す
る
注
解
で
あ
る
。

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
三
ウ
〜
四
オ

天
ニ
有
テ
ハ
理
ト
云
、
人
ニ
受
テ
生
ル
ル
時
ハ
性
ト
云
ソ
、
是
天
テ
ハ
元
亨
利
貞
ノ
四
徳
ソ
、
人
ニ
有
テ
ハ
仁
義
礼
智
ノ
四
徳
ソ
、

雲
峰
ノ
胡
氏
カ
云
、仁
者
心
之
徳
愛
之
理
、義
者
心
之
制
事
之
宜
、礼
者
天
理
之
節
文
、人
事
之
儀
則
、智
者
知
之
理
心
之
別
ト
云
々
、 

ロ
．『
四
書
輯
釈
』

雲
峯
胡
氏
云
、
朱
子
四
書
釋
仁
曰
心
之
徳
愛
之
理
、
義
曰
心
之
制
事
之
宜
、
禮
曰
天
理
之
節
文
人
事
之
儀
則
、
皆
兼
體
用
。
獨
智
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字
未
有
明
釋
…

「
イ
」
聞
書
抄
の
傍
線
部
に
注
目
す
る
と
、「
雲
峰
ノ
胡
氏
カ
云
」
か
ら
始
ま
る
漢
文
の
抄
出
が
見
ら
れ
る
。
右
の
「
ロ
」『
四
書
輯
釈
』

と
対
照
す
れ
ば
容
易
に
分
か
る
よ
う
に
、
書
名
こ
そ
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
は
『
四
書
輯
釈
』
所
引
の
雲
峯
胡
氏
の
説
と
同
様

で
あ
る
。
や
は
り
『
四
書
童
子
訓
』
に
関
わ
る
校
合
の
あ
り
方
と
同
じ
く
、
書
名
を
記
さ
な
い
で
、
内
容
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

四

－

三
『
四
書
詳
説
』
に
関
わ
る
校
合

　

最
後
に
、『
詳
説
』
に
よ
る
校
合
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。『
四
書
詳
説
』
は
『
大
学
聴
塵
』
に
は
『
四
書
童
子
訓
』

に
も
含
ま
れ
ず
、
宗
和
抄
に
特
有
の
参
考
注
釈
書
と
し
て
、
阿
部
氏
に
よ
っ
て
そ
の
受
容
の
あ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
元
来

の
諸
先
学
に
お
い
て
、
所
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
注
釈
書
は
、
発
表
者
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
現
在
は
中
国
国
家
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
③
。
以
下
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
を
も
っ
て
、
宗
和
の
『
四
書
詳
説
』
に
関
わ
る
校
合
の
実
態
を

見
て
い
き
た
い
。

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
八
オ

上
ノ
洒
掃
等
ノ
三
ニ
ハ
、
節
（
セ
ツ
）
ト
云
、
下
ノ
礼
楽
等
ノ
六
ニ
ハ
文
（
フ
ン
）
ト
云
ソ
、
詳
説
ニ
ハ
節
ハ
ス
コ
シ
キ
ニ
文
ハ

大
也
ト
云
タ
ソ
、
マ
ツ
小
ヲ
云
テ
、
后
ニ
大
ヲ
云
タ
ト
シ
タ
ソ
、

ロ
．『
四
書
詳
説
』

然
洒
掃
應
對
進
退
，
則
曰
節
。
禮
樂
射
御
書
，
則
曰
文
。
節
小
而
文
大
，
其
序
則
亦
先
其
小
者
，
而
後
其
大
者
也
。

こ
の
例
は
上
に
あ
る
校
合
の
あ
り
方
同
様
に
、「
イ
」
聞
書
抄
に
み
る
口
語
体
の
抄
文
は
「
ロ
」『
四
書
詳
説
』
の
本
文
と
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
宣
賢
の
口
頭
講
述
だ
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
に
挙
げ
る
例
か
ら
、
宗
和
に
よ
る
抄
録
の
内
容
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
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看
取
さ
れ
る
。

イ
．
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
三
十
一
オ

此
謂
ー
上
ノ
文
ヲ
結
シ
タ
ソ
、
此
ニ
三
ツ
引
レ
詩
ヲ
ニ
モ
亦
有
序
、
首
言
二
家
人
一
、
次
言
二
兄
弟
一
、
終
（
ヲ
）
ニ
言
（
イ
フ
）
二
四
国
ヲ
一
、

亦
刑
（
ノ
ツ
ト
ル
）
二
於
寡
妻
（
セ
イ
）
ニ
一
、
至
二
於
兄
弟
ニ
一
、
以
御
ス
二
于
家
邦
ニ
一
之
意
也
、  

ロ
．『
四
書
詳
説
』 

此
三
引
詩
亦
有
序
焉
。
何
也
。
首
言
家
人
，
次
言
兄
弟
，
終
言
四
國
。
亦
刑
於
寡
妻
，
至
於
兄
弟
，
以
御
于
家
邦
之
意
也

　

以
上
、
宗
和
に
よ
る
校
合
の
様
相
に
つ
い
て
検
証
し
て
き
た
。
宗
和
は
聞
書
抄
を
作
成
す
る
際
、
講
師
が
使
用
し
た
三
つ
の
参
考
注

釈
書
を
自
分
で
も
参
考
に
し
、
講
義
の
場
で
筆
記
し
た
宣
賢
の
講
述
を
校
合
し
整
合
し
た
ほ
か
に
も
、
必
要
な
注
釈
内
容
を
抄
録
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

五
、
校
合
の
意
義

　

さ
て
、
こ
う
し
た
林
宗
和
に
よ
っ
た
校
合
と
い
う
学
問
行
為
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
と
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の

問
題
に
対
し
て
、
正
面
か
ら
窺
う
べ
き
資
料
は
乏
し
い
。
た
だ
か
の
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
『
大
学
抄
』
伝
本
の
奥
書
に
、

次
の
よ
う
な
識
語
が
見
ら
れ
る
。

　
　

右
抄
清
原
累
代
深
蔵
秘
説
也
不
可
有
外
見
者
也　

主
三
慶

こ
の
奥
書
は
、林
宗
和
が
作
成
し
た
清
原
宣
賢
『
大
学
』
講
義
の
聞
書
抄
は
、す
で
に
清
家
歴
代
の
秘
説
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
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て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宗
和
の
校
合
が
も
つ
意
義
を
、
次
の
図
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
抄
物
の
本
来
の
機
能
に
添
え
て
宗
和
の

校
合
行
為
を
考
え
れ
ば
、「
校
合
」
と
い
う
学
問
的
営
み
は
、講
者
の
講
述
に
対
し
て
、そ
の
内
容
を
意
図
的
に
改
変
す
る
の
で
は
な
く
、

聞
書
抄
と
い
う
も
の
を
講
者
の
学
説
を
反
映
で
き
る
も
の
に
す
る
た
め
の
調
整
作
業
と
も
な
っ
て
お
り
、
同
時
に
後
世
へ
と
流
布
で
き

る
た
め
の
土
台
作
り
と
も
な
っ
て
い
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
発
表
者
自
身
が
思
っ
て
い
る
抄
物
研
究
へ
の
展
望
を
述
べ
、
本
日
の
発
表
の
括
り
と
し
た
い
と
思
う
。

　

本
研
究
は
、
林
宗
和
の
校
合
を
例
に
、
中
世
の
儒
学
学
問
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
学
問
の
担
い
手
と
し
て
の
抄

物
作
成
者
が
講
義
の
内
容
を
い
か
に
筆
録
し
、
校
合
し
、
ま
た
そ
れ
が
い
か
に
変
容
さ
れ
、
継
続
さ
れ
た
か
と
い
う
抄
物
生
成
・
伝
承

の
経
路
は
、
知
の
往
来
シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
実
に
、
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

林宗和による校合の意義
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遺
さ
れ
た
貴
重
な
抄
物
資
料
を
道
し
る
べ
に
、
そ
の
継
続
・
展
開
・
変
容
な
ど
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
儒
学

者
を
中
心
と
し
た
日
本
儒
学
史
論
の
枠
組
み
や
発
想
を
捉
え
な
お
し
、
日
本
儒
学
史
の
新
た
な
地
平
を
切
り
拓
く
こ
と
に
も
な
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

引
用
文
献

・
一
条
兼
良
『
四
書
童
子
訓
』
住
吉
朋
彦
「『
四
書
童
子
訓
』
翻
印
並
に
解
題
」（『
日
本
漢
学
研
究
』
三
、
二
〇
〇
一
年
）

・
清
原
宣
賢
『
大
学
聴
塵
』
四
書
註
釈
書
研
究
会
編
著
『
大
学
聴
塵
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

・
曹
端
『
四
書
詳
説
』
中
国
国
家
図
書
館
特
蔵
善
本
（A

01153

）

・
倪
士
毅
『
四
書
輯
釈
』
内
閣
文
庫
デ
ジ
タ
ル
画
像
（
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
、
文
化
九
年
刊
）

・
梵
舜
書
写
『
清
家
大
学
抄
写
』
東
洋
文
庫
蔵
本
（
三
―
C
―
23
）

・
林
宗
和
聞
書
抄
『
大
学
抄
』
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
本
（
清
家
文
庫
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
閲
覧
）、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
本
（11b51

）

【
注
】

1 

京
大
本
・
東
大
本
『
大
学
抄
』
の
書
誌
情
報
と
解
題
は
阿
部
隆
一
④
番
論
考
の
五
七
頁
に
参
照
さ
れ
た
い
。

2 

京
大
本
の
当
該
部
分
に
、
一
行
ほ
ど
内
容
の
欠
落
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
は
東
大
本
に
よ
り
抄
文
を
引
用
す
る
。

3 

明
曹
端
撰
。
明
刻
本
無
刊
記
。
十
四
巻
か
ら
な
る
有
欠
本
で
あ
る
。
十
二
冊
。
う
ち
『
大
学
』
一
巻
一
冊
。

【
謝
辞
】

　

資
料
閲
覧
及
び
利
用
に
関
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
・
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
東
洋
文
庫
・
中
国
国
家
図

書
館
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
討
論
要
旨

　

小
野
泰
央
氏
は
、
先
行
す
る
諸
注
釈
を
踏
襲
し
つ
つ
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
と
い
っ
た
本
文
の
成
り
立
ち
は
集
部
の
抄
物
に
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
経
部
の
抄
物
で
あ
る
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林
宗
和
聞
書
抄
の
意
義
を
示
す
た
め
に
は
、
林
宗
和
が
新
た
に
付
け
加
え
た
部
分
に
着
目
し
た
う
え
で
、
集
部
の
抄
物
と
の
伝
承
の
あ
り
方
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
。
発
表
者
は
、
林
宗
和
聞
書
抄
の
な
か
に
林
宗
和
自
身
が
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
分
か
る
よ
う
な
記
述
が
見
当
ら
な
い
こ
と
や
、

宣
賢
よ
り
前
の
世
代
の
抄
物
が
清
原
家
に
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
宣
賢
以
前
の
時
代
の
抄
物
と
の
照
合
は
難
し
い
、
と
し
な
が
ら
も
、
今
後
は
集
部
の
抄
物
と
の
共
通
点

や
相
違
点
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
、
と
述
べ
た
。

　

司
会
の
海
野
圭
介
氏
は
、
林
宗
和
聞
書
抄
が
『
大
学
聴
塵
』
よ
り
「
清
原
宣
賢
マ
タ
ハ
後
人
講
某
聞
書
大
学
抄
」
の
諸
本
に
一
致
す
る
記
述
が
多
い
と
い
う
事
実
が
何
を
意
味
す

る
の
か
、
と
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、
宣
賢
が
講
義
の
際
に
『
大
学
聴
塵
』
と
は
別
の
手
控
え
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
高
ま
っ
た
も
の
の
、
そ
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
見
ら

れ
る
伝
本
に
は
『
四
書
童
子
訓
』
に
関
す
る
記
述
が
一
切
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
宣
賢
は
『
四
書
童
子
訓
』
も
合
わ
せ
て
参
照
し
な
が
ら
講
義
を
行
い
、
さ
ら
に
林
宗
和
が
宣
賢

の
話
し
た
内
容
を
記
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
回
答
し
た
。

　

海
野
氏
は
ま
た
、『
四
書
輯
釈
』
や
『
四
書
詳
説
』
と
い
っ
た
新
し
い
学
説
が
、
そ
の
後
の
清
家
の
学
問
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
発
表
者
は
、
中
国
側
の
注
釈
書
で

あ
る
『
四
書
詳
説
』
は
長
ら
く
現
存
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
調
査
の
結
果
、
中
国
国
家
図
書
館
に
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
、
と
述
べ
た
。
ま
た
、『
四

書
輯
釈
』
は
室
町
時
代
の
有
名
な
注
釈
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
二
書
が
『
大
学
』
の
受
容
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
検

討
す
る
予
定
で
あ
る
、
と
回
答
し
た
。
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